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本博士論文は，文部省高エネルギー物理学研究所の TRISTAN 電子陽電子衝突実験における VENUS 検出器を用
い，重いクオーク (b. c) の性質を崩壊電子をつかって研究したものである。多重ハドロン終状態の包含電子の高純





また重い質量を持つ b ， c クオークは， W:!:. とより軽い質量のクオークに崩壊する。さらに W:!:. は荷電レプトンと
ニュートリノに崩壊する。
多重ハドロン中のレプトン源は限られており，終状態に包含される電子を同定すれば b. c クオークを選別するこ
とが可能である。またクオークの方向に対する横方向運動量分布は， b , c の質量によって決まる。したがって崩壊






メーターのみでは同定の難しかった横方向運動量の小さな領域 (< 1 GeV /c) でも十分な効率と純度を得，特に c
クオークからの崩壊電子を同定できた。最終的に90.O:tO. 9%と高い純度の電子サンプルを得た。




Ob = 15.4~~:~(S附)土 O.4(sys. )[pb] 、 q=4221iお(sω)~~~(syS. )[pb] 
前後方生成非対称性





) = 0.60~:~(Sω)3g(sys)、(え) = O. 5Q~~:~~(Sω )~~:~~(sys.) 
を得た。
c クオークについて崩壊電子をもちいて測定したのは TRISTAN エネルギー領域ではこの測定が最初である口
論文審査の結果の要旨
本論文では，高エネルギ一物理学研究所のトリスタン加速器を用いて， b , c 等の重クオークを生成分離し性質
を明らかにする事によって，電弱統一理論の検証を試みたものである。全重心エネルギー58GeV 付近では， QED 
(電磁力効果)と Z 共鳴(“弱い力"の伝達粒子〉の干渉効果が顕著に現れる。この為，生成断面積の角分布非対称




器を用いて， b , c クオークからの崩壊電子を同定する事により，親の b ， c クオークを分離抽出することに成功した。
特に，このエネルギー領域での c クオーク非対称は，世界で始めて測定されたものであり，電弱統一理論の検証に大
きく寄与したと言える。よって本論文は博士号資格取得にふさわしい内容を持つと認める。
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